
12

●
申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　

「
ダ
ン
ロ
ッ
プ
・
ス
リ
ク
ソ
ン

福
島
オ
ー
プ
ン
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

日
に
ち　

７
月
23
日
㈭
〜
26
日

㈰

●

申
込
期
限　

６
月
18
日
㈭
ま
で

●
申
込
方
法　

本
庁
舎
観
光
課
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

golfpark.jp

）
か
ら
取
得
で
き

る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ゴ
ル
フ
タ
ウ
ン
し
ら
か
わ
推
進
協

議
会
☎
０
9
０

１
４
９
９

３

９
６
７
／
FAX
０
３

６
８
９
０

0
３
０
０

●
資
格　
防
火
管
理
上
必
要
な
業

●

日
時　

６
月
９
日
㈫
／
午
後
１

時
〜
３
時

●

会
場　

棚
倉
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
棚
倉
町
大
字
棚
倉
）

●

内
容　

義
肢
な
ど
補
装
具
の
処

方
、
診
察
お
よ
び
医
療
相
談

●

担
当
医
師　

白
河
厚
生
総
合
病

院
副
院
長
兼
整
形
外
科
部
長　

鈴す
ず

木き

幹み
き
お夫
氏

●

持
参
品　

身
体
障
が
い
者
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）
お
よ
び
印
鑑

●

申
込
期
限　

６
月
２
日
㈫
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

１
５

　　

５
月
は
水
防
月
間
で
す
。
水
害

か
ら
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
水
害
に
対
し

関
心
を
持
ち
、
水
害
対
策
へ
の
準

備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
福
島
県
水
防
訓
練
》

●
日
時　

５
月
31
日
㈰
／
午
後
１

時
か
ら

●
会
場　

阿
武
隈
川
河
川
敷
（
鹿

島
橋
下
流
左
岸
）

問
本
庁
舎
道
路
河
川
課　

内
２
２

７
４

務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
管
理
監
督
的
地
位
に
あ
る
方

ま
た
は
そ
の
地
位
に
就
く
見
込
み

の
方

●
日
時　

6
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮

／
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50

分　

※
５
日
は
午
後
４
時
ま
で

●
会
場　

サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

●
定
員　

80
人　

※
先
着
順

●
受
講
料　

５
、
０
０
０
円
（
教

材
費
）

●
申
込
期
間　

５
月
７
日
㈭
〜
14

日
㈭

●
申
込
先　

白
河
地
方
広
域
市
町

村
圏
消
防
本
部
、
各
消
防
署
・
分

署問
同
消
防
本
部
☎
㉒
２
１
７
０

　　

任
期
満
了
に
よ
る
市
議
会
議
員

選
挙
（
定
数
26
人
）
お
よ
び
市
長 

選
挙
が
、
同
時
選
挙
と
し
て
６
月

28
日
㈰
告
示
、
７
月
５
日
㈰
投
票

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
次
の

と
お
り
で
す
。
出
席
で
き
る
人
数

は
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き
２

人
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
、
立
候
補
届
出
用
紙
な
ど
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募
集

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
興
味
が
あ

り
、
す
べ
て
の
講
座
を
受
講
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●

日
時　

６
月
１
日
・
８
日
・
29

日　

月
曜
日　

計
３
回
／
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分　

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

講
師　

石い
し
い井
啓け

い
た太
氏

●

定
員　

15
人　

※
先
着
順

●

受
講
料　

無
料

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館

市職員採用試験
《平成27年９月１日以降採用》
【民間企業等職務経験者】
●職種・採用予定人員　行政事務　４人程度
　　　　　　　　　　  幼稚園教諭および保育士　３人程度
●資格＜行政事務＞
　　　　昭和51年４月２日以降に生まれた方で、平成27年    
　　　　３月末日現在において民間企業等における職務経験
　　　　を５年以上有する方（学歴不問）
　　　＜幼稚園教諭および保育士＞
　　　　昭和51年４月２日以降に生まれた方で、幼稚園教諭
　　　　免許および保育士資格を有し、平成27年３月末日現
　　　　在において民間企業等における幼稚園教諭または保
　　　　育士としての職務経験を３年以上有する方（学歴不問）
●注意事項
※民間企業等における職務経験には、会社員、公務員、団体
職員、自営業者、パートタイマー等として、週30時間以
上の勤務を１年以上継続して就業していた期間が該当しま
す。

※職務経験が複数ある場合は通算することができます。ただ  
   し、同一期間内に複数の職務に従事していた場合は、いず
　れか一つの職歴に限ります。
●第一次試験日　６月７日㈰
●申込受付期間　５月29日㈮まで
《平成28年度採用（平成28年４月１日以降）》
【①大学卒程度　前期試験】
●職種・採用予定人員　行政事務　５人程度、土木　若干名
●資格　昭和56年４月２日から平成６年４月１日までに生ま
　　　　れた方（学歴不問）
●第一次試験日　６月28日㈰
●申込受付期間　５月８日㈮～６月１日㈪　※申込用紙は５
　　　　　　　  月１日㈮から配付します。
【②大学卒程度　後期試験】
●職種・採用予定人員　行政事務　若干名、土木　若干名
●資格　前期試験と同じ
●第一次試験日　10月18日㈰
●申込受付期間　８月28日㈮～9月18日㈮　※申込用紙は８

　　　　　　　　月24日㈪から配付します。
【③身体障がい者対象】
●職種・採用予定人員　行政事務　1人程度
●資格　昭和56年４月２日から平成10年４月１日までに
　　　　生まれた方で、身体障害者福祉法第15条に規定す
　　　　る身体障害者手帳の交付を受けており、自力の通
　　　　勤および介助なしの職務遂行が可能で、活字印刷
　　　　の出題および独力で口述試験に対応できる方（学
　　　　歴不問）
●第一次試験日・申込受付期間　①大学卒程度（前期試験）
　　　                                と同じ
【④高校卒程度】
●職種・採用予定人員　行政事務　２人程度 
●資格　平成６年４月２日から平成10年４月１日までに生
　　　　まれた方（学歴不問）
●第一次試験日　９月20日㈰
●申込受付期間　７月31日㈮～８月21日㈮　※申込用紙
　　　　　　　  は７月27日㈪から配付します。
【⑤資格免許職】
●職種・採用予定人員　幼稚園教諭および保育士　３人程度
●資格　昭和56年４月２日以降に生まれた方で、幼稚園
　　　教諭免許および保育士資格を有する方または平成
　　　28年３月末日までに同免許および資格を取得す
　　　る見込みの方（学歴不問）
●第一次試験日・申込受付期間　④高校卒程度と同じ
【その他】
　※４月実施の任期付職員採用試験を除き、複数の試験を
　重複して申し込むことはできません。受験資格を確認
　のうえ、いずれか一つの試験に申し込んでください。
　※受験案内および申込用紙は、本庁舎総務課、各庁舎地
　域振興課で配付します（試験方法など詳細は受験案内
　をご覧ください）。

　※郵送での申し込みは、当日消印有効です。
　※第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に実施しま
　す（日時および場所は別途通知します）。
問本庁舎総務課　内2316

案
内

水
防
月
間

●

申
込
期
限　

５
月
20
日
㈬
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

●

日
時　

５
月
23
日
㈯
／
午
前
11

時
〜
午
後
２
時
30
分
（
予
定
）

●

定
員　

16
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

８
０
０
円
（
昼
食
代
）

●
申
込
期
限　

５
月
21
日
㈭
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

《
夜
間
中
級
講
座（
3
級
試
験
対
応
）》

●
日
時　

７
月
１
日
㈬
〜
８
月
５

日
㈬
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

※
７
月
20
日
㈷
は
休
み
／
午
後
6

時
30
分
〜
8
時
30
分

●
会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

●
受
講
料　

１
万
８
０
０
円

●
内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の

活
用

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
申
込
開
始　

６
月
１
日
㈪
か
ら

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

※
平
日
の
み

の
関
係
書
類
を
交
付
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
26
日
㈫
／
午
後
１

時
30
分
か
ら

●
会
場　

本
庁
舎
正
庁
（
５
階
）

問
本
庁
舎
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局　

内
２
５
１
０

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
に
よ

っ
て
有
効
期
限
が
８
年
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
5
月
上
旬

か
ら
対
象
と
な
る
メ
ー
タ
ー
の
取

り
替
え
を
、
業
者
に
委
託
し
て
無

料
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
取
替
業
者
は
市
水
道
部

の
腕
章
を
付
け
て
い
ま
す
。

問
水
道
部
☎
㉗
２
５
４
１

　

４
月
１
日
現
在
、
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
被
保

険
者
（
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
）
の

方
に
、
特
定
健
診
の
受
診
券
等
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
実
施
期
間

内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

集
団
検
診
は
、
５
月
25
日
㈪
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
医
療
機
関
で
の
個
別

検
診
は
７
月
１
日
㈬
か
ら
始
ま
り
、

申
込
受
付
は
６
月
22
日
㈪
以
降
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
券
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
が
印
字
さ
れ
て
い
る
方
は
、
今

年
度
の
受
診
負
担
金
が
無
料
と
な

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

４
月
２
日
以
降
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
被
保
険
者
（
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
）
の
方
で
、
健

診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
受
診
券

を
交
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　

内
２
１

７
６ 生

活
習
慣
病
予
防
健
診

（
特
定
健
診
）

ダ
ン
ロ
ッ
プ
・
ス
リ
ク
ソ
ン
福
島
オ

ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

市
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市
長

選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

５月11日㈪～20日㈬
《運動のスローガン》
　自転車は　ルールとマナーが　両輪です
《運動の基本》
子どもと高齢者の交通事故防止
《運動の重点》
①自転車の安全利用の推進
②すべての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶
 問本庁舎生活環境課　内2169

春の全国交通安全運動

案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相
談
会

第
２
回
白
河
ま
ち
な
か

逸
品
巡
り
ツ
ア
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
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析
療
法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年

額
３
万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
申
請
は
５
月
11
日
㈪
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。

●

必
要
な
も
の　

印
鑑
、
特
定
疾

患
医
療
等
の
受
給
者
証
、
本
人
ま

た
は
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

１
４
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表

郷
☎
32
２
１
１
４　

大
信
☎
46
２

１
１
４　

東
☎
34
２
１
１
６　

　　　

古
民
家
を
再
生
し
た
ゆ
う
工
房

（
郭
内
）
内
の
小
峰
城
外
堀
土
塁

跡
に
、
ツ
ツ
ジ
の
巨
木
群
が
咲
き

誇
り
ま
す
。
期
間
中
、
蔵
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
織
り
、
陶
芸
、
絵
、
書
な

ど
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

●

日
時　

５
月
10
日
㈰
〜
20
日
㈬

／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
ゆ
う
工
房
☎
㉗
７
７
４
１

●

日
時　

５
月
22
日
㈮
／
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
30
分　

※
予
約
不

要

☎
ＦＡＸ
０
２
４

９
５
２

５
１
６

１

●

日
時　

５
月
31
日
㈰
／
午
前
11

時
か
ら　

●

会
場　

大
統
寺
（
馬
町
）

●

内
容　

▽
柳や

な
ぎ
や家
さ
ん
八ぱ

ち

師
匠
の

落
語
会　

▽
浅
草
老
舗
「
駒
形
ど

ぜ
う
」
主
人
の
そ
ば
打
ち
と
食
事

会

●

定
員　

各
60
人

●

参
加
料　

無
料

●

申
込
期
限　

５
月
22
日
㈮
ま
で

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

●

対
象　

小
・
中
学
生

●

参
加
料　

１
、
５
０
０
円

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

日
本
将
棋
連
盟
白
河
支
部　

遠え
ん
ど
う藤

☎
０
９
０

１
９
３
３

５
０
３

１
／
ＦＡＸ
㉘
２
４
１
７

●

日
時　

５
月
24
日
㈰
／
午
後
１

時
か
ら　

※
小
雨
決
行

●

会
場　

白
河
小
峰
城
芝
生
広
場

●
内
容　

神
事
、
中
村
流
・
戸
山

流
・
山
之
井
流
、
試
斬

問
中
村
流
抜
刀
道
新
誠
会　

美み

の野

●

会
場　

中
央
公
民
館
（
天
神
町
）

●

内
容　

離
婚
、
相
続
、
土
地
・

建
物
、
金
銭
等
を
め
ぐ
る
問
題
な

ど
（
秘
密
厳
守
）

問
白
河
調
停
協
会
（
福
島
家
庭
裁

判
所
白
河
支
部
内
）
☎
㉒
５
５
５

５《
マ
リ
ン
バ　

渡わ
た
な
べ辺
真ま

り

こ

里
子
／
ピ

ア
ノ　

斉さ
い
と
う藤
牧ま

き
え恵
》

●
日
時　

5
月
17
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
４
時
40
分

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

５
月
23
日
、
６
月
６
日

・
20
日
、
７
月
４
日
・
18
日
、
８

月
１
日
・
22
日
、
９
月
５
日　

土

曜
日　

計
８
回
／
午
前
10
時
〜
正

午　

※
６
月
６
日
、
９
月
５
日
は

午
後
３
時
ま
で
（
昼
食
付
）

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

広報白河　2015.５.１（H27）広報白河　2015.５.１（H27） 22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

23

無
料
調
停
相
談

そ
ば
と
落
語

第
16
回
中
村
流
抜
刀
道
・
戊
辰

の
役
戦
没
者
慰
霊
祭
奉
納
演
武

　　

外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち

の
方
は
、
7
月
8
日
㈬
ま
で
に

「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
ま
た
は

「
在
留
カ
ー
ド
」
へ
の
切
り
替
え

が
必
要
で
す
。

　

特
別
永
住
者
の
方
は
、
本
庁
舎

市
民
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
現
在
お
持
ち
の
外
国

人
登
録
証
明
書
の
有
効
期
限
が
７
月

９
日
以
降
の
方
は
、
期
限
が
終
わ
る

ま
で
有
効
で
す
の
で
、
７
月
８
日
ま

で
の
切
り
替
え
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
別
永
住
者
以
外
の
在
留
資
格

を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
期
限
ま

で
に
最
寄
り
の
地
方
入
国
管
理
局

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
市
民
課　

内
２
１
５
５

／
仙
台
入
国
管
理
局
郡
山
出
張
所

☎
０
２
４

９
６
２

７
２
２
１

　　

４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透

白河の魅力を伝えるCMシナリオ
を募集します!!
市の魅力を楽しく伝える30秒のＣＭシナリオを募集
します。
●募集期間　５月15日㈮～６月15日㈪
●募集内容　白河の魅力を楽しく、そして分かりや
　　　　　　すく表現した未発表の絵コンテおよび
　　　　　　シナリオ　　　　　　　　　　　　　
●応募資格　市内に在住または通学・通勤していて
　　　　　　ＣＭ作成に協力できる方
●応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、本庁舎
　　　　　　秘書広報課に持参またはＥメール・郵
　　　　　　送などでご応募ください。                  
※応募用紙は市ホームページで取得できるほか、本
　庁舎１階受付および各庁舎地域振興課にあります。
●受賞商品　▷最優秀賞（１人）
　　　　　　　50,000円および副賞
　　　　　　▷優秀賞（２人）
　　　　　　　10,000円および副賞
●そ の 他  採用作品に関する一切の権利は本市に
　　　　　　帰属し、応募作品の返却はしません。
※詳しくはお問い合わせください。
問本庁舎秘書広報課　内2373

ツ
ツ
ジ
祭
り

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

案
内

外
国
人
登
録
証
明
書
の
切
り
替
え

こ
ど
も
将
棋
教
室

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
天
城
峠
』

市
長
の

手
控
え
帖

め
て
い
る
。
船
が
沖
合
に
離
れ
る
と
、
白
い
も
の

を
振
る
踊
り
子
が
見
え
る
。
私
は
わ
き
目
も
は

ば
か
ら
ず
泣
い
た
。
淡
く
清
ら
か
な
恋
は
終
わ

る
。
み
ず
み
ず
し
さ
が
き
わ
だ
つ
名
作
。

　

「
天
城
越
え
」
と
い
う
松
本
清
張
の
短
編
が

あ
る
。
人
の
奥
底
に
潜
む
黒
い
情
念
を
描
く
。

私
は
下
田
の
鍛
冶
屋
の
息
子
で
16
歳
。
家
業
を

嫌
い
、
母
の
口
の
悪
さ
に
も
閉
口
し
、
家
を
飛
び

出
す
。
学
生
と
は
逆
に
峠
を
越
え
湯
ヶ
島
・
修

善
寺
へ
。
私
に
は
、
峠
の
向
こ
う
に
自
由
な
天
地

が
広
が
っ
て
い
る
と
思
え
た
。
現
実
は
そ
う
は

い
か
な
い
。
途
中
で
一
緒
に
な
る
呉
服
商
に
「
他

人
と
い
う
も
の
は
恐
ろ
し
い
か
ら
、
十
分
用
心
し

た
方
が
い
い
」
と
諭
さ
れ
る
。

　

隧ず
い
ど
う道
を
ぬ
け
湯
ヶ
島
ま
で
き
た
時
、
法は

っ

ぴ被
を
着

た
土
工
風
の
大
男
と
す
れ
違
う
。
恐
ろ
し
く
な

り
戻
る
決
心
を
す
る
。
す
る
と
、
頭
か
ら
手
拭
い

を
だ
ら
り
と
か
ぶ
っ
た
、
赤
い
口
紅
に
白お

し
ろ
い粉
の
女

が
登
っ
て
く
る
。
修
善
寺
か
ら
足
ぬ
け
し
て
き

た
遊
女
。
下
田
ま
で
道
連
れ
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
す
ぐ
に
土
工
に
追
い
つ
く
。
遊
女
が
土
工

と
立
ち
話
に
な
る
。
先
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ

る
も
の
の
、
心
が
残
る
。

　

土
工
が
殺
さ
れ
る
。
遊
女
が
捕
え
ら
れ
る
が
、

証
拠
不
十
分
で
無
罪
。
30
数
年
後
、
静
岡
で
印
刷

業
を
営
む
私
の
も
と
に
老
刑
事
が
訪
れ
る
。「
天

城
山
土
工
殺
人
事
件
」
を
含
む
捜
査
資
料
の
印

刷
の
依
頼
だ
っ
た
。
刑
事
は
、
私
が
現
場
に
い
た

こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
が
、
疑
い
を
は
さ
ま
な
か

っ
た
。
後
で
大
き
な
誤
り
に
気
づ
く
。
老
刑
事

は
、
私
の
仕
業
と
知
り
つ
つ
「
真
犯
人
が
分
か
っ

て
も
時
効
で
す
か
ら
…
」。

　

何
故
殺
害
に
及
ん
だ
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

流
し
の
土
工
に
他
国
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
と
っ

　

あ
の
山
の
向
こ
う
に
は
何
が
あ
る
、
こ
の
道
は

ど
こ
に
続
く
？
子
ど
も
の
頃
か
ら
興
味
が
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
峠
に
憧
れ
た
。
日
本
は
峠
の
国
。

本
県
も
山
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
御
斎
所
峠
・

中
山
峠
・
土
湯
峠
・
甲
子
峠
。
峠
を
越
え
、
浜
か

ら
中
、
中
か
ら
会
津
へ
入
る
。

　

峠
と
い
え
ば
天
城
。「
道
が
つ
づ
ら
折
り
に
な

っ
て
、
い
よ
い
よ
天
城
峠
に
近
づ
い
た
と
思
う

頃
、
雨
脚
が
杉
の
密
林
を
白
く
染
め
な
が
ら
、
す

さ
ま
じ
い
早
さ
で
麓
か
ら
私
を
追
っ
て
来
た
」。

川
端
康
成
「
伊
豆
の
踊
子
」
の
書
き
出
し
。
旧
制

高
校
の
私
は
20
歳
。
う
っ
屈
し
た
心
を
抱
え
、
一

人
伊
豆
の
旅
に
出
る
。
修
善
寺
で
旅
芸
人
に
出

会
う
。
中
に
太
鼓
を
さ
げ
、
豊
か
な
髪
を
高
く
結

っ
た
、
大
き
な
瞳
の
踊
り
子
が
い
た
。
湯
ヶ
島
で

は
、
宿
へ
流
し
て
き
た
踊
り
子
を
見
た
。

　

明
日
は
峠
あ
た
り
で
追
い
つ
く
の
で
は
と
、
胸

が
ふ
く
ら
む
。
翌
日
、
雨
に
追
わ
れ
飛
び
こ
ん
だ

峠
の
茶
屋
で
一
行
は
休
ん
で
い
た
。
旅
は
道
連

れ
と
下
田
ま
で
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
楽
し

く
語
ら
い
山
路
を
行
く
。
踊
り
子
が
連
れ
の
娘

に
、
私
の
こ
と
を
「
い
い
人
ね
」
と
言
う
の
が
聞

こ
え
た
。
私
の
心
は
晴
れ
た
。

　

二
人
の
心
は
近
づ
く
。
踊
り
子
の
母
は
敏
感
。

「
物
乞
い
旅
芸
人
村
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
と
差

別
さ
れ
て
い
る
。
娘
を
近
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。

最
後
の
夜
、
私
は
踊
り
子
を
映
画
に
誘
う
が
こ
な

か
っ
た
。
次
の
朝
、
桟
橋
に
行
く
と
、
踊
り
子
が

じ
っ
と
た
た
ず
む
。
何
も
言
わ
ず
、
唇
を
か
み
し

た
か
ら
か
。
遊
女
を
と
ら
れ
た
よ
う
な
思
い
か

ら
か
。
康
成
と
清
張
。
天
城
峠
を
舞
台
に
し
た

作
品
は
か
く
も
違
う
。

　

伊
豆
を
南
北
に
分
け
る
天
城
山
は
険
し

い
。
隧
道
が
で
き
た
の
は
１
９
０
４
年
。
全
長

４
４
５
ｍ
。
全
て
切
石
で
造
ら
れ
た
も
の
と
し

て
は
最
長
。
康
成
が
旅
し
た
２
年
前
に
は
、
バ
ス

も
走
り
、
人
・
物
の
往
来
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
隧
道
は
、
今
役
割

を
終
え
、
静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

　

学
生
時
代
、
下
田
の
白
浜
で
合
宿
し
た
。
現
実

離
れ
し
た
議
論
に
疲
れ
、
友
人
と
天
城
を
抜
け
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
峠
に
着
い
た
と
き

の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
数
年
前
再
び
訪
れ

た
。
幾
重
に
も
山
が
重
な
り
、
天
城
七
里
の
頂
き

に
あ
る
隧
道
は
昔
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
う
す

明
か
り
の
中
、
濡
れ
た
路
面
を
歩
い
た
。
あ
の
日

と
同
じ
よ
う
に
風
が
吹
き
抜
け
た
。

　

天
城
は
唄
に
な
る
。
石
川
さ
ゆ
り
の
「
天
城

越
え
」。〝
つ
づ
ら
折
り
〞
の
街
道
。
心
洗
わ
れ
る

〝
浄
蓮
の
滝
〞。
小
道
を
入
っ
た
山
あ
い
に
ひ
っ

そ
り
た
つ
〝
隠
れ
宿
〞。
道
沿
い
の
斜
面
に
広
が

る
〝
わ
さ
び
沢
〞。
信
州
へ
寒
天
用
の
テ
ン
グ
サ

を
運
ぶ
道
に
か
か
る
〝
寒
天
橋
〞。
い
く
筋
も
の

「
風
の
群
れ
」
が
隧
道
を
通
り
す
ぎ
る
。
美
し

い
情
景
が
浮
か
ぶ
。
古
い
と
こ
ろ
で
は
三
浦
洸

一
の
「
踊
子
」。〝
天
城
峠
で
会
う
た
日
は　

絵
の

よ
う
に
あ
で
や
か
な　

袖
が
雨
に
濡
れ
て
い
た
。

下
田
街
道
海
を
見
て　

目
を
あ
げ
た
前
髪
の　

小
さ
な
櫛
も
忘
ら
れ
ぬ
〞

　

初
め
て
の
土
地
に
い
く
と
、
今
も
山
の
先
、
道

の
先
に
思
い
を
は
せ
る
。
山
の
あ
な
た
の
空
遠

く
、
幸
住
む
と
人
の
い
う
…
。
カ
ー
ル
・
ブ
ッ
セ

の
詩
が
よ
ぎ
る
。
峠
は
ロ
マ
ン
を
か
き
た
て
る
。

特
定
疾
患
見
舞
金


